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★
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
①
町
内

の
組
織
率
及
び
活
動
実
例
と
、
そ
の

広
報
は
。

　

組
織
率
は
83
・
１
％
で
、昨
年
度
県

の
避
難
力
強
化
推
進
モ
デ
ル
事
業
を

受
け
、上
円
宗
寺
自
主
防
災
組
織
が

行
っ
た
、危
険
箇
所
の
点
検
や
確
認
を

し
て
防
災
マ
ッ
プ
や
避
難
経
路
等
書

き
込
ん
だ
避
難
カ
ー
ド
を
作
成
し
た

実
例
が
あ
り
、今
後
は
広
報
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

②
今
後
の
支
援
や
対
策
は
。

　

自
主
防
災
組
織
が
十
分
機
能
す
る

た
め
、平
常
時
よ
り
地
域
の
災
害
を

考
え
、訓
練
す
る
こ
と
が
大
切
で
、①

の
取
り
組
み
を
普
及
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

災
害
時
の
避
難
支
援
や
安
否
確
認
、

災
害
時
要
援
護
者
の
確
認
な
ど
、地

域
防
災
の
中
核
と
し
て
地
元
消
防
団

と
の
連
携
・
協
力
を
図
る
こ
と
も
大

切
と
考
え
ま
す
。

★
安
全
対
策
に
つ
い
て
①
主
要
道
路

や
通
学
路
、
町
民
が
多
数
集
ま
る
場

所
や
教
育
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
新

設
や
拡
充
予
定
は
。

　

現
在
奥
津
小
学
校
通
学
路
や
鏡
野

中
学
校
、夢
広
場
等
に
設
置
し
て
い
ま

す
。新
設
や
拡
充
は
状
況
を
見
な
が
ら

★
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
①
町
内

の
組
織
率
及
び
活
動
実
例
と
、
そ
の

広
報
は
。

②
今
後
の
支
援
や
対
策
は
。

★
安
全
対
策
に
つ
い
て
①
主
要
道
路

や
通
学
路
、
町
民
が
多
数
集
ま
る
場

所
や
教
育
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
新

設
や
拡
充
予
定
は
。

検
討
し
ま
す
。

②
折
り
畳
み
式
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
導
入

の
検
討
を
。

　

組
み
立
て
か
ら
折
り
畳
み
ま
で
簡

単
で
保
護
帽
規
格「
飛
来
・
落
下
物
」

と
し
て
国
家
検
定
に
合
格
し
た
も
の

が
、防
災
用
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。導
入
は
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み

状
況
も
参
考
に
し
ま
す
が
、各
家
庭
で

非
常
時
の
備
え
と
し
て
も
有
効
と
思

い
ま
す
。

★
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
①
避
難

所
で
提
供
さ
れ
る
物
資
や
保
管
の
管

理
体
制
は
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
の
備
蓄

状
況
は
、食
糧
１
，９
９
８
食
、毛
布

６
０
０
枚
、２
Ｌ
入
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
保
存
水
９
７
２
本
を
危
機
管
理
セ

ン
タ
ー
防
災
倉
庫
に
保
管
し
て
い
ま

す
。

　

物
資
調
達
は
、株
式
会
社
プ
ラ
ン
ト

等
と
締
結
の「
災
害
時
に
お
け
る
生
活

物
資
調
達
等
に
関
す
る
協
定
書
」に
基

づ
き
協
力
要
請
を
し
ま
す
。

②
今
後
の
防
災
対
策
は
。

　

今
年
度
中
を
目
途
に
土
砂
災
害
を

テ
ー
マ
と
し
た
防
災
講
演
会
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

②
折
り
畳
み
式
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
導
入

の
検
討
を
。

★
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
①
避
難

所
で
提
供
さ
れ
る
物
資
や
保
管
の
管

理
体
制
は
。

②
今
後
の
防
災
対
策
は
。

③
重
機
建
設
機
械
等
を
扱
う
リ
ー
ス

業
者
と
の
連
携
予
定
は
。　

　

鏡
野
町
災
害
時
緊
急
対
策
支
援
協

会
と
締
結
し
た「
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
緊
急
対
策
支
援
業
務
に
関
す
る

協
定
書
」に
基
づ
き
、建
設
資
機
材
及

び
労
力
に
つ
い
て
災
害
時
の
緊
急
対

策
業
務
の
支
援
で
対
応
し
ま
す
。

★
永
続
地
帯
を
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
し
て
活
か
し
て
は
①
積
極
的
な
ア

ピ
ー
ル
を
内
外
へ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
、食
料
自
給

率
共
に
１
０
０
％
を
超
え
る「
永
続

地
帯
」で
あ
る
市
町
村
が
全
国
に
39

あ
り
、町
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
１
１
８
％
、
食
料
自
給
率

１
４
６
・
５
％
で
、こ
の
39
市
町
村
に

入
っ
て
い
ま
す
。町
単
独
よ
り
、広
く

国
の
視
点
か
ら
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
通
し
て
、
地

域
経
済
を
活
性
化
す
る
視
点
を
。

　

高
齢
化
で
農
地
・
林
地
が
荒
廃
す

る
中
、地
元
資
本
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、地
域

の
雇
用
を
生
み
人
を
残
せ
ま
す
が
、国

の
政
策
な
ど
の
動
向
も
見
極
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
、状
況
を
見
守
り
ま
す
。

③
公
共
用
拠
点
施
設
整
備
基
金
条
例

に
関
し
て
環
境
の
視
点
を
入
れ
新
設
・

改
築
を
。

　

施
設
の
改
築
・
改
修
は
、自
然
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、高
気
密
、高
断

熱
に
よ
る
長
寿
命
化
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
削
減
等
に
配
慮
し
た
計
画
を

現
在
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

③
重
機
建
設
機
械
等
を
扱
う
リ
ー
ス

業
者
と
の
連
携
予
定
は
。

★
永
続
地
帯
を
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
し
て
活
か
し
て
は
①
積
極
的
な
ア

ピ
ー
ル
を
内
外
へ
。

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
通
し
て
、
地

域
経
済
を
活
性
化
す
る
視
点
を
。

③
公
共
用
拠
点
施
設
整
備
基
金
条
例

に
関
し
て
環
境
の
視
点
を
入
れ
新
設
・

改
築
を
。

④
環
境
教
育
で
も
活
用
を
。

　

町
を
愛
す
る
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、「
わ
た
し
た
ち
の
鏡
野
町
」と

い
う
社
会
科
副
読
本
を
小
学
校
３
・

４
年
で
使
用
し
、ダ
ム
の
機
能
で
は
貯

水
、治
水
、発
電
を
紹
介
し
、ご
み
処

理
施
設
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
は

見
学
に
行
き
、自
分
た
ち
の
ご
み
が
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、ご
み
焼
却
で
発

生
す
る
熱
を
利
用
し
た
発
電
等
も
学

ん
で
い
ま
す
。

★
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
導
入
と
広
報
を
。

　

導
入
に
は
前
向
き
で
、近
隣
市
町

村
と
統
一
し
た
方
が
、よ
り
効
果
を
生

む
と
考
え
、7
月
に
導
入
し
た
真
庭

市
を
参
考
と
し
て
、津
山
市
・
美
咲
町
・

久
米
南
町
と
一
緒
に
検
討
会
議
を
開

催
す
る
運
び
で
す
。導
入
の
際
は
積
極

的
か
つ
効
果
的
な
広
報
活
動
に
努
め

ま
す
。

★
予
算
編
成
過
程
へ
の
住
民
参
加
の

場
の
設
定
を
。

　

編
成
過
程
で
施
策
評
価
の
資
料
と

し
て
、町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
、

関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
、有
識
者

の
外
部
評
価
も
使
用
し
ま
す
。町
経

営
会
議
で
検
討
し
、重
点
施
策
等
を

決
定
す
る
た
め
、幅
広
く
町
民
の
方
々

の
ご
意
見
、要
望
を
取
り
入
れ
ま
す
。

説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

★
こ
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
①
貧
困

率
の
近
年
の
動
向
は
。

　

厚
生
労
働
省
が
昭
和
60
年
か
ら
３

年
ご
と
に
公
表
し
て
い
る「
国
民
生

④
環
境
教
育
で
も
活
用
を
。

★
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
導
入
と
広
報
を
。

★
予
算
編
成
過
程
へ
の
住
民
参
加
の

場
の
設
定
を
。

★
こ
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
①
貧
困

率
の
近
年
の
動
向
は
。

活
基
礎
調
査
」で
は
、最
悪
の
年
は
平

成
24
年
の
16
・
３
％
で
、平
成
27
年
は

13
・
９
％
で
す
。

②
認
定
の
方
法
と
現
状
は
。

　

国
の
貧
困
線（
等
価
可
処
分
所
得

の
中
央
値
の
50
％
で
平
成
27
年
度
は

１
２
２
万
円
）以
下
の
所
得
で
暮
ら
す

相
対
的
貧
困
に
あ
る
17
歳
以
下
の
子

供
の
存
在
及
び
生
活
状
況
を
言
い
、認

定
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

町
は
こ
の
定
義
に
基
づ
く
調
査
を

行
っ
て
い
な
い
た
め
算
出
で
き
ま
せ
ん
。

③
虐
待
・
い
じ
め
等
の
動
向
は
。

　

貧
困
を
要
因
と
す
る
虐
待
・
い
じ

め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
担
当
部
署
と
支
援
制
度
は

　

保
健
福
祉
課
で
す
が
、施
策
の
推

進
は
学
校
教
育
課
と
の
連
携
で
す
。

　

支
援
は
生
活
保
護
や
児
童
扶
養
手

当
、医
療
費
助
成
、母
子
寡
婦
福
祉
資

金
貸
付
等
既
存
の
制
度
で
す
。就
学

援
助
は
、要
件
に
該
当
す
る
保
護
者

に
学
用
品
、修
学
旅
行
、学
校
給
食
費
、

医
療
費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
か
。

　

美
作
県
民
局
の
自
立
支
援
員
が
家

庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
や
、貸
付

等
の
問
題
解
決
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　

学
校
で
は
健
康
状
態
・
生
活
態
度

等
の
身
体
面
や
行
動
面
等
、日
常
の
様

子
を
注
意
深
く
見
守
り
、速
や
か
な
対

応
を
教
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
認
定
の
方
法
と
現
状
は
。

③
虐
待
・
い
じ
め
等
の
動
向
は
。

④
担
当
部
署
と
支
援
制
度
は

⑤
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
か
。


